








に（Science and Technology Literacy for All）」というスローガンが世界の人々に希望をもたらす
ことになったと思います。したがって、全ての大学の教育課程において、この科学リテラシーを
どのような科目や授業内容によって、学生たちに身につけさせたらよいかが、私たち全教員に問
われる重要な課題であると思われます。一般的には、論理的思考の訓練、あらゆる現象を正確に
把握する訓練、問題解決能力の育成などは、学生たちに対する科学リテラシー教育の基礎的な内
容であると、教育現場にいる私たち全教員が認識しているではないかと思います。
　そのために、特にゼミや卒業論文作成の取り組みは、学生たちが自ら人類・社会の様々な現象
を取り上げ、それを論理的に考えたり、説明したり、問題を解決するにはどうしたらよいか、こ
れまでの経験や知識の蓄積に基づいて、よりよい在り方もしくは解決策を求める取り組みを学ぶ
ために大変良い作業になり、科学リテラシーを高めるのに大いに役立っと思います。すなわち、
人間にとって、問題の発見、それについての説明、その解決という一連の流れは、生きることの
過程であり、人間の生活や生きる力そのものではないでしょうか。
　したがって、学生たちに「科学リテラシー」を身に付けさせることは、社会人基礎力を養った
り、近年文部科学省などが推し進めている学生の「就業力」を育成したりするための基本的な教
育プログラムの一つであると言えます。私たち教員は日頃から、学生との共同作業により、学生
一人一人が「大いに学び」且つ「大いに成長する」ことができるよう、誠意ある努力を続ける必
要があります。
　本紀要第18号では、教員と学生の共同研究論文も多くあり、それぞれの論文の編集過程にお
いて、著者の先生方の学生指導に対する情熱やご尽力が強く感じられ、敬意が深まりました。本
紀要が、皆様の今後の研究と学生指導のための一助となれば幸いです。
　最後に、皆様の今後の研究活動の益々のご発展をお祈りするとともに、本紀要への一層のご理
解とご支援を宜しくお願いします。
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